
数学 高認対策 H28.2 No.1 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
１ 次の (1)～ (5)までの各問に 答えよ。 [25]

つぎ かく とい こた

(1) A か ら－4 x2 ＋ 5 x ＋ 10 を 引いたら 2 A となった。
ひ

A を求めよ。
もと

(2) ( x － 3 y ＋ 2 ) ( x － 3 y － 2 )を展開せよ 。
てん かい

(3) 全 体 集 合 U と その部分 集 合 A, B におい て
ぜん たい し ゅ う ごう ぶ ぶん し ゅ う ごう

A ∩ B を 図示せよ。
ず し

U
A B

x ＞ 2
(4) 連 立一次等式 { を解け。

れん りつ いち じ とう しき かい

x ＋ 3 ≦ 3 x － 7

(5) 13 からある数 x を引いた数は， x を 3 倍した数
かず ひ かず ばい かず

より大きい。このような 数の最大の整数を求めよ。
おお かず さい だい せい すう もと

２ 次の (1)～ (6)までの各問に答 えよ。 [30]
つぎ かく とい こた

(1) 2 次関数 y ＝ x2 のグラフを y 軸方向に 2 平 行移動
じ かん すう じく ほう こう へい こう い どう

した式を求めなさい。
しき もと

(2) 2 次 関数 y ＝ 2 ( x ＋ 1 )2 － k ( k は 定数 )のグラフ
じ か ん す う てい すう

が点 ( 3, 5 )を 通るとき， k の 値 を 求めよ。
てん とお あ た い もと

(3) 2 次関数 y ＝－x2＋2 x＋8 の 頂 点の座 標 を求めよ。
じ かん すう ち ょ う てん ざ ひ ょ う もと

y

y

－2 o 4 x

(4) 2 次関 数 y ＝－3 ( x － 2 )2
＋ 1 に おいて， x の変域

じ か ん す う へん い き

を 0≦x≦3 と する。y の最大値と最 小 値を求めよ。
さい だい ち さい し ょ う ち もと

(5) 2 次関数 y ＝ 2 x2＋3 x－5 の グラフと x 軸との 共 有
じ かん すう じく き ょ う ゆ う

点の x 座 標 を求めよ。
てん ざ ひ ょ う もと

(6) 次 の①～④の 2 次不等式のなかで，その解 が
つぎ じ ふ とう しき かい

すべての実数 になるものを選べ。
じっ すう えら

① ( x － 1 )2
＞ 0 ② ( x － 1 )2

＜ 0

③ ( x － 1 )2
≧ 0 ④ ( x － 1 )2

≦ 0



数学 高認対策 H28.2 No.2 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
３ 次の (1)～ (5)までの各問に 答えよ。 [25]

つぎ かく とい こた

角 正弦 (sin) 余弦 (cos) 正接 (tan)
かく せい げん よ げん せい せつ

11ﾟ 0.1908 0.9816 0.1944

12ﾟ 0.2079 0.9781 0.2126

13ﾟ 0.2250 0.9744 0.2309

14ﾟ 0.2419 0.9703 0.2493

15ﾟ 0.2588 0.9659 0.2679

(1) 山 の斜面を一気に駆け上る 登山レースが 行 わ
やま しゃ めん いっ き か のぼ と ざん お こ な

れた。スタート地点 A か らゴール地点 B ま での
ち てん ち てん

直 線距離 AB は 10000 m , 山 の 標 高差 BC は 2100
ち ょ く せん きょ り やま ひ ょ う こう さ

m で ある。このとき，∠BAC を求 めよ。
もと

B

C

A

(2) tan 165ﾟの 値 を求めよ。
あ た い もと

2
(3) A を 鋭角とする。 sin A ＝ のとき， cos A の

えい かく

3
値 を求めよ。

あ た い もと

(4) 一 辺の長さが 2 cm の正六 角形がある。
いっ ぺん なが せい ろく かっ けい

AC の長さを求めよ。 A F
なが もと

2 cm

B E

C D

(5) △ABC に おいて， AB の長さを求 めよ。
なが もと

∠A ＝ 30ﾟ , ∠C ＝ 45ﾟ , BC ＝ 3 cm ,
C

45ﾟ

3 cm

30ﾟA B

４ 次の (1)～ (4)までの各問に答えよ。 [20]
つぎ かく とい こた

(1) 右 図は , あるレストランの ( 組 )
う ず く み

30 組の 客 の 組ごとの人数
10くみ き ゃ く くみ にん ずう

のヒストグラムである。
8

最頻値， 中 央値，平 均値
6さい ひん ち ち ゅ う おう ち へい きん ち

の組合せで正しいものを
4くみ あわ ただ

選べ。
2えら

0
1 2 3 4 5 6 ( 人 )に ん

① ② ③ ④

最頻値 2 人 2 人 6 人 6 人
さい ひん ち にん にん にん にん

中 央 値 2 人 3 人 2 人 3 人
ち ゅ う おう ち にん にん にん にん

平均値 2.5 人 3 人 2.5 人 3 人
へい きん ち にん にん にん にん

(2) 次の図 は， A 社 ， B 社のそれ ぞれの 従 業 員 50 人の
つぎ ず しゃ しゃ じ ゅ う ぎ ょ う いん にん

通勤時間の箱ひげ図である。
つう きん じ かん はこ ず

A 社
し ゃ

B 社
し ゃ

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 ( 分 )ふ ん

データの記 述 で読みれるものを選べ。
き じ ゅ つ よ えら

① A 社には通勤 時間が 50 分以 上 の人が 25 人 以 上
しゃ つう きん じ かん ふん い じ ょ う ひと にん い じ ょ う

②通勤時間が 75 分以 上 の人は A 社が多い
つう きん じ かん ふん い じ ょ う ひと しゃ おお

③通勤時間が 40 分以下 の人は B 社が多い
つう きん じ かん ふん い か ひと しゃ おお

④ A 社 ， B 社を通じて 通勤時間が 最 も 短 い人は
しゃ しゃ つう つう きん じ かん も っ と み じ か ひと

A 社 にいる
しゃ

(3) 次 のデータは，ある生徒が国 語と数学の 小 テ
つぎ せい と こく ご すう がく し ょ う

ストをそれぞれ 4 回と 8 回 行った得点である。
かい かい い とく てん

国語： 3, 4, 4, 5 (点 ) 数学： 4, 4, 5, 5, 5, 5, 6, 6 (点 )
こく ご てん すう がく てん

データの記 述 として 正しいものを選べ。
き じ ゅ つ ただ えら

①平均値は等しく，分散も等 しい
へい きん ち ひと ぶん さん ひと

②平均値は等しく，分散は数 学が大きい
へい きん ち ひと ぶん さん すう がく おお

③平均値は数学が大きく，分 散は等しい
へい きん ち すう がく おお ぶん さん ひと

③平均値は数学が大きく，分 散も数学が大きい
へい きん ち すう がく おお ぶん さん すう がく おお

(4) 次 の散布図において，変 量 x, y の 相関係数とし
つぎ さん ぷ ず へん り ょ う そう かん けい すう

て 最 も適切なもの選べ。
も っ と てき せつ えら

y

① 0.9

② 0.3

③－0.1

④－0.8
o x


